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１．はじめに

2007年問題などの影響で製造業の求人が増えてい

るものの，若者の製造業離れがあり，雇用のミスマ

ッチが問題化している。

これの原因の１つとして考えることができるのは

若者と製造業との距離が遠く，製造業をイメージす

ることが難しいということである。若者の多くが製

造業で使用している機器を見ることはもちろん，触

れる機会はほとんどない。

「メカトロ甲子園」（以下「本大会」とする）は，

NPO法人ものづくり交流支援協会（１）および，もの

つくり大学が昨年度，ものつくり大学で開催してい

たものである（第１回として開催された）。

これは製造業において，制御機器の中心として使

用されているPLC（Programmable Logic Controller）

の制御技術を使った競技に参加することを通じて，

製造業への興味を持つきっかけを与えることを目的

としているものである。今年度第２回は，本校（千

葉校）を会場にして行った。

２．大会の位置づけ

本大会は近隣の高校生などをはじめとした若者を

参加対象者として，本校が主催し実施するものであ

る。

製造業に関連する技術・ものづくりなどを対象に

する競技会はすでにいくつかある。しかしその多く

が一定以上の知識・技能を有していなければ（ある

いはそのような指導者が近くにいなければ）参加す

ることが事実上，不可能である。また機材などの用

意も必要で，全くの初心者が参加することは難しい。

若者の製造業離れを防ぐことを考えるならば，従

来型の競技会ではなく，製造業に興味をもつ若者を

新たに開拓し育成していくスタイルのイベント（場

合によっては競技をするという形式にこだわる必要

すらないだろう）を実施するべきである。

そこで本大会は，そのような初心者，つまり従来

型の競技会には参加できないような若者を対象にし

て実施し，製造業の技術者として活躍するきっかけ

を与えることを目的とした。
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を開催した。

製造業で使用している制御機器の中心はPLCであるが，高校生等の若者がそれに触れる機会は少なく，また製造業

自体への印象も薄い。そこで「メカトロ甲子園」を開催することを通じて若者（主に高校生）が製造業の重要性を認

識し，製造業の技術者として活躍するきっかけを与えることを目的とした。

開催に当たって事前にeラーニングによるネット上からの学習を通じ，プログラミングおよび機械の動作をバーチ

ャルに学べるようにした。また試験形式の本大会当日は事前講習を行い，競技ではなく教育を主体とした内容にした。



３．大会広報

本大会の広報は以下の方法を採った。

１．リーフレットのダイレクトメール（図１）

２．新聞記事掲載（図２）

３．千葉県工業教育研究会理事会への働きかけ

４．近隣高等学校訪問

５．日本ものづくり交流協会ホームページでのPR

４．大会の特徴

前述のとおり，初心者が気軽に参加できるような

スタイルを採用した。ただし参加者のモチベーショ

ンを高めるために，最終目標を競技への参加という

ことにした。

大会に参加するということは，競技を開催する当

日のことだけではなく，事前にeラーニングでの学習

に参加することから始まる。eラーニングは，web上

でいくつかの課題をプログラム記述で解答するもの

である。この学習が初心者でも気軽に参加できるき

っかけをつくり，学習を進めることによって競技に

必要な知識を習得することができる。

大会当日はすぐに競技を行わず，参加者の学習意

欲と動機を高めるために実機を使い，メカニズムに

触れながらPLCで実機を制御するレクチャーを行う。

その後に，レクチャーで使った実機を使って競技

（課題のプログラミング）を行い，その結果を審査し

優秀者を決定するというものである。

以上のようなスタイルの特徴として以下の点があ

げられる。

a 製造業の技術を体験学習できる。

製造業で使われているPLCや制御機器を使うチャ

ンスを設けることによって，製造業を知り，興味や

関心をもつきっかけになる。単に動作させるだけで

なく，レクチャーを通じて実際に使われている場合

の事例など，製造業に直結する知識を習得する場を

設けてもいる。

s 初心者が参加しやすい。

従来の競技会はそれまでに習得した技能・技術を

競うものであるが，この大会では参加して初めて知

るそれらについて課題として取り組むことが主体に

なる。eラーニング・大会当日を通じて競技課題の解

答を目標にしながら成長することに重点を置いた。

これは競技として行う場合の敷居の高さを取り除

いて，極力参加しやすい形式にすることになる。こ

れによって，PLCや制御などの知識がない者にも参

加しやすい環境にした。

d Excelのマクロの使った勉強ができる。

国内でのPLCのプログラミング言語はラダーや

SFCなどを中心として使用されている。しかし近年，
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図１　大会リーフレット

図２　新聞紙上による広報



IECの国際標準規格により「ST言語（２）」（図３）が

新たに言語として採用されている。

この言語はすでにいくつかのPLCプログラミング

ソフトの標準言語とされてきており，将来的な発展

が期待されている。しかもST言語はExcelのマクロ

で使用する構文とほぼ同じであり，かつC言語やパ

スカルとも類似点が多い。

そこでeラーニングではExcelマクロを使って学習

するようにした。これによって，擬似的にST言語で

のPLC制御の学習が，パソコン画面上で行える（図

４）。また，本大会を通じて習得した内容をPLCの制

御に限定せず，将来コンピュータの高級言語の学習

にも発展させることも可能である。

５．実施の手順

①　eラーニング期間（６月～７月）

擬似的にPLCグラミングをweb上（eラーニング）

で学習し，所定の課題を提出（完了）した生徒が本

大会出場資格を得る。この学習の進行具合は開催者

側が把握できるようにしている。場合によってはア

ドバイスをすることができるようにする。

なお，参加するための費用は無料にする。

②　大会（平成17年８月９日（火））

a 競技に当たってのレクチャー

事前説明，使用機材説明，競技事前練習等を行

う。競技をするに当たって，eラーニングでのプロ

グラミングとは多少異なるので，PLCおよびPLC

プログラミングソフトを使って，プログラミング

について学ぶ（プログラム内容そのものはeラーニ

ングの復習になる）。それに伴い，製造業での活用

事例などの知識を習得する。

s 競技の実施

競技課題を解き，その所要時間によって順位を

決定する。課題内容はレクチャーで行った範囲を

発展させた程度にして，参加者全員が解答できる

ようにする。

d 表彰

競技としての性格を少なくするため，成績上位

者を表彰するだけでなく，抽選で参加賞を授与す

る。

６．eラーニングについて

eラーニングはweb上で個人登録することによっ

て，web上の課題を解答し，学習することができる

ようにした。出題された課題をすべて解くことによ

って大会当日のレクチャーおよび競技課題の予習・

準備が完了する。これのためには，教材となるよう

な教科書などは必要としない。

実際の制御機器がイメージしやすいように，web
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図３　ST言語でのプログラム例

図４　eラーニングでのプログラム例



上の課題は正答することによって，画面上でアニメ

ーションが動作するようになっている。このアニメ

ーションは，大会で使用する１軸テーブルを始めと

した製造業で使用している各種機器を模したもので，

実際の製造業および，大会当日をイメージしやすい

ものにした（図５）。

eラーニングでの課題は，ExcelおよびVBAで作成

されており，学習者はweb上においてExcelのマクロ

で記述することによって，課題の解答をすることに

した。

ネット上からのアクセスだけに頼らず，近隣高校

の諸先生方の協力を得て，高校生にCD－ROMとし

て配布し，参加・体験することができるようにもし

た。

７．大会での使用機材など

大会当日に使用した機材は，DCモータで動く１軸

テーブル（図６）である。これをPLCで動作させる

ものである。言語はExcelマクロと類似した「ST言

語」を使った。

８．大会当日について

a レクチャー（図７）

大会当日は，午前中にレクチャーを行った。レク

チャーは，それまでに習得してきたweb上の課題の

プログラムで実機を制御することを中心にした。こ

れの説明の際には，eラーニングで学んだ内容を実際

に使う場合（競技および製造業の現場）との整合を

とるようにした。

プログラミング作業はD300win（３）を使用し，実

際のST言語で行う。これは競技でも使用する。参加

者はこのプログラミングソフトは初見であり，eラー

ニングでは経験することのない各種設定が必要にな

るのだが，その部分に関してはレクチャーの時点で

簡単に設定方法を説明した。

競技実施段階では，PLC制御として必要な各種設

定について正しい理解を得るまでには至らなかった

が，パソコンからPLCへのプログラム転送等が問題

なくできる状態になった。

s 競技

eラーニングで修得した内容を基本に，競技として
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図５　eラーニング・アニメーション画面例

図６　１軸テーブル

図７　レクチャー風景



のおもしろさを重視した課題とした。

テーブルに振り子を取り付け，固有振動周期でテ

ーブルを左右に移動させることで振り子が大きく揺

れる。与えられた長さの振り子の周期測定と，テー

ブルの周期運動制御のPLCプログラム制作時間を競

うものである。テーブル運動と振り子運動が同期し

たときに振り子は大きく揺れるが，同期しない場合

はかえって揺れを制止することになる。

競技に先立ち，参加者には実機とPLCプログラム

の実際の講義を行ったが，同時に振り子運動の講義

もアニメーションを交えて行い興味をひきだしなが

らの運営とした。

９．大会の結果

千葉県，神奈川県の高校から８名の生徒が参加し，

成績上位者から優秀賞１名，努力賞２名，抽選で親

孝行賞１名が決定された。大会参加者の数は少なか

ったものの，競技を通じてメカトロニクス分野への

興味を引きだし，仕事を体験することとした大会本

来の目的は十分に達成され，手ごたえを感じる授賞

式で幕を閉じた。

10．今後の課題として

a eラーニングの難易度など

eラーニングの内容はC言語，PLCの知識のある工

業高校の電気･機械系コースの生徒には参加しやすい

内容であったが，それ以外の生徒には難易度の高い

部分もあった。

eラーニングはいつでも学習することができる手軽

さがあるものの，学習者のレベルに応じた臨機応変

の対応ができないのが難点であった。

本来の目的である製造業との接点の少ない初心者

をいかに受け入れることができるかという体制づく

りで，この点の改善が必要である。

s Excelでの課題作成

eラーニング課題はExcelおよびVBAで作成するた

め，web上で動かす課題が作成しやすいというのは，

開催する側にとって利点であった。

特にVBAを使ってのアニメーションによる視覚で

動作確認することは，参加者の興味を惹くことに貢

献した。この部分をより強調する課題を作成するべ

きだろう。

d 大会の発展への対策

上記aをはじめとした理由もあり，機材の都合上，

参加人数が少ない結果になってしまった。製造業に

少しでも多くの若者が興味を持つ環境を整える意味

で，参加者がより増えるアクションを取る必要があ

る。特に普通科の高校生など，製造業と関係の薄い

若者を取り込む工夫が必要である。

これにはeラーニングの難易度を改めるだけでは不

足であると考える。大会の事前にeラーニングではな

く，講習会を開くような形式を取って，実際の機材

やそれを使う製造業の仕事などを見せて，説明して，

動かす体験をさせるといったオフラインでのコミュ

ニケーションの機会の設定などがあると考える。

この部分に関しては，高校生をはじめとした若者

に，いかにアプローチをしていくかということが問

題の解決だろう。

11．まとめ

本大会は第２回ということや，教育を主体として

実施するという特異な競技であり，試行錯誤の部分

もあったのだが，大きなトラブルもなく実施するこ

とができた。現在，次年度以降も当校での実施を検

討している。

当校は高校卒業後に進学する機関というだけでな

く，在職者向けの能力開発セミナーの実施などを通

じて，県内の各種製造業の企業との連携も取ってい

る。

われわれは未就労の若者と製造業との中継点であ

る位置を有効に活用し，技術者の育成に貢献するべ

きである。また，未就労の若者と製造業をつなぐパ

イプ役として，雇用のミスマッチを解消する役割を
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担うことが可能である。

無論，これは普段の専門課程の訓練のみにとどま

るべきではない。若者と製造業の接点が少ないゆえ，

さまざまなチャネルでのアプローチをするべきであ

る。その１つとして本大会を今後も実施するべきだ

ろう。
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